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皿調査法Forschungsmethoden

1．　調査概要　　Ubersicht　Uber　die　Untersuchungen

　静岡県は緑の環境創造など将来にわたって累の発展と県民の健全な生活環境を保障する土地利

用計画のための基礎資料づくりの一環として，今回県内全域の植生調査および潜在自然植生の調

査研究を行なった。

　現地植生調査は1984年から1986年にかけて行なわれた。そのうち1984年～1985年には県の西三

部にあたる地域が，また1985年～1986年には三三二部の地域の潜在自然植生調査が行なわれた。

これらの調査結果に基づいて県全域の潜在自然植生図（縮尺1：50，000）の作製が行なわれた。

2．植生調査法　　Pflanzensoziologlsche　Untersuchung

　植生調査は植物祉会学的方法（Braun－Blanquet　1964）に基づいて行なわれた。また植生調査

資料のまとめの作業である群落組成表作成の手順はEllenberg（1956）の方法に従たがった。

　1）　現存植生調査　　UIltersuchung　der　realen　Vegetation

　地域の潜在自然植生を判定する上で最も重要な資料となる残存自然林を中心とした現存植生調

査が行なわれた。

　本調査ではまず各植生調査区に生育する各種群落に応じて階層構造の層別化（高木第1層，高

木第2層，低木層，草本層，コケ層など）を行ない（Fig．8参照），各階層ごとに出現するすべ

ての種についてBraun－Blanquet（！964）々こよる総合優占度（被度）と三度がllll定された（Fig。

9～10参照）。このほか植生調査に際しては，各調査区ごとの生態的自然環境要因である海抜高，

方位，傾斜，微地形，土壌条件など潜在自然植生判定の資料となる立地条件についても詳細に記

録された（Tah　1参照）。

　野外で得られた植生調査資料は群落二二なども考慮しながら，ほぼ同質の種組成をもつ群落ご

とに群落組成表にまとめられた。植物社会学的組成表作成のための作業手順はFig。！！に示し

た。

　局地的な種の組み合わせにより区分された群落単位は，さらに隣接地域及びより広い地域の植

生調査資料との比較検討が行なわれる。その結果，標微種により特徴づけられた群落の基：本単位

である群集が決定された。群集はさらに上級の植生単位である群団，オーダー，クラスに漸次ま

とめられた。一方群集内部の生態的変動は，区分種によって亜群集，変群集などの下位単位とし

て区分された。

　これらの植生単位は，植生の側から立地特性を指標することから，環境評価を行なう上で有効
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な判定基準となる。

　2）潜在自然植生調査　　Uatersuchung　der　potentiellen　na徽rlichen　Vegetation

　潜在自然植生の概念は西ドイツのTUxen　R（1956）によって提唱されたもので，その土地が

本来もっている生物生産的自然潜在能力を植生生態的に表現したものである。すなわち，今一切

の人間の影響を停止したときに現在の気候的自然や土地的自然などの自然環境の総和としての立

地が支えられえる最も安定した自然の終局群落を潜在自然植生という。また潜在自然植生の具体

的な広がりを地形図上に描いた図が潜在自然植生図である。

　生態学的土地利用計画策定のための重要な基礎図である潜在自然植生の判定および植生生態的

土地評価は以下の手順で行なわれる（Figほ2参照）。

　（1）現存植生調査（植物社会学的群落単位の決定）

　（2）群落単位を基盤とした現存植生図の作成

　（3）　自然度，群落環など生態学的植生分析に基づく自然植生および代償植生の評価（自然度図，

　　群落環図など各種立地図の作成）

　（4）群落複合概念に基づく自然植生単位の空間的な構造および広がりに関する分析（群落図，

　　生育区による現存自然植生の評価）

　（5）現存自然植生分析，気候的自然環境分析，土地的自然環境（地形，地質，土壌など）分析

　　結果の総合比較による潜在自然植生の判定および潜在自然植生図の作成

　（6）潜在自然植生図に基づいた植生景観単位の区：分，評価

　⑦　生態学的土地評価

　Fig・12でも明らかなように潜在自然植生の判定にあたっては，気候的自然環境および土地的自

然環境の分析が前提となる。

　気候的自然環境や地形，地質，土壌など土地的自然環境に対応した自然植生が分布している地

域では潜在自然植生の判定は比較的容易である。しかし都市域などその大部分が埋立，造成によ

り表層土の人為的変性を受けた地域では自然植生はほとんど残されていないこともありその地域

の潜在自然植生の判定は困難な場合が多い。このため本書では従来の潜在自然植生に以下のよう

な概念的補足を行なった。

　土地的自然環境のうち土壌は植生と同様に有機的な生成物としての一面をもっている。一般的

に土壌は他の無機的自然環境である地形，地質と気候的自然環境，植生などが総合的に関連しあ

って生成される。このことからも自然植生と土壌は相互に密接な関係をもった一つの系と考える

ことができる。すなわちその土地の生物生産的潜在能力を自然植生によって評価することは，必

然的にその土地の土壌的潜在能力をも考慮したことになる。具体的に言いば，伐採，火入れ，放

牧など植生に対する人為的な破壊の結果として生起した土壌の貧化は自然的営力の範囲にある自

然植生一土壌系の～型として考慮される。この場合，貧化した土壌上に現在生育しているのは当
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　　　　　　　　　　　　Fig．8　森林の階層模式図。

Schematische　Darsteliung　der　Schlchtenverteilung　eines　immergrUnen　Laubwaldes　in　Japan．

然代償植生であることから，潜在自然植生として評価されない。現在貧化した土壌には，かつて

その土地に生育していた自然植生よりは自然度の低い自然植生唖群集以下のレベルの三分ある

いは実際にみられる種組成の貧化した退行相を示す植分）の生育が考えられる。一方埋立，造成

など人為的営力による土壌に対する直接的な破壊によって生起した土壌の変性は当然自然植生一

土壌系の範ちゅうには入らない。この場合，表層土の有無に関係なくその地域に隣接して，同様

な地形を示した土地に認められる自然植生一土壌系を基準として，それより自然度の低い自然植

生（基準となる自然植生に対して，理論的に考えられる種組成的に貧化した退行相を示す植分）

をその地域の潜在自然植生と推定する（宮脇他1986）。

　このほか静岡県内の潜在自然植生の判定にあたっては既発表資料のうち，とくに本県の潜在自

然植生を論じている「中部圏（東海地方）の潜在自然植生」　（宮脇・奥田・原田・中村1977），

「富士市の潜在自然植生」（宮脇・中村・藤i原・村上1984），「日本植生誌中部」（宮脇（編）1986）

が参照された。
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7ab．1植生調査票（アウフナーメ）の一例

　Ein　Beispiel　einer　Vegetationsaufnahme

Name　d．　Gesellsch．群落名：ミミズバイースダジイ群集

Aufn．　Nr．調査番号：MM　ll　Dat．調査年月日：’85．6．12，0rt調査地＝静岡県掛川市日坂

Aufn。　von調査者＝鈴木・村上

Schichtung階層　Hδhe高さ　Bedeckung植被率

B－1高木層：　22m
B－2亜高木1蕾：　　13m

S　低木層：　5m
K　草本層：　0．5m
M　コケ層：

80％

30％

40％

30％

　％

Exp．　u．　Neigung方位／傾斜：N35。

H6he荘．　M海抜高：60m
Gr68e　d．　PrQbe且ache調査面積：20×20m

Mikrorelief　u．　Boden　微，也形／二i二壌＝尾根傘斗面

Artenzahl出現定数：33．
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　　　　Sche皿atische　DarstelluHg　des　verschiedenen　Stufen　in　der

　　　　sy鷺taxoaomischen　Arbeitsweise　der　Vegetatlonskunde

　　　　（Miyawaki　et　al．1980）．
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Fig．12　潜在自然植生の判定と植生生態学的土地評価のための手順（井手・武内

　　　　　　　　1974，改変）。

　　　　Schematische　Darstellung　des　Arbeitsgangs　zur　Beurtei！ung　der　potentiellen

　　　　nat廿rlichen　Vegetat玉on　und　zur　stand6rtlichen　Bewertしmg　mit　Hilfe　der

　　　　Vegetatlons6kologie（nach　Ide　un〔l　Takeuchi　1974，　z，　T．　verandert）．
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